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本書は 2004 年 1 月 27 日に，44 歳の若さで亡く
なった外交官，藤井新さんの北朝鮮の法制度につい


















藤井さんは 1982 年 4 月に外務省に入省し，83 年
7 月から 85 年 7 月の 2 年間，ソウルに留学し，延
世大学韓国語学堂とソウル大学法科大学院に通っ



























1949 年から 75 年までの南北朝鮮と国連の関係を論
じたものである。初出は 1989 年 10 月の有斐閣刊の
日本国際政治学界編『国際政治』第 92 号である。




















































1991 年 9 月に国連への同時加盟を果たした。北朝



































済協力局に配属されるが　1988 年 8 月に条約局に
配属された。上記の論文はその条約局時代の成果
だ。
そして藤井氏は 1989 年 8 月にアジア局北東アジ
ア課課長補佐になり，朝鮮半島問題を担当する。日
朝国交正常化交渉（第 4 回～第 8 回）に参加し，
1992 年 3 月には北東アジア課首席事務官になった。
この時期に，藤井さんから，北朝鮮と国連に関し
てある興味深い話を伺った。実は，日本政府は北朝



























本書の第 2 部「法務生活と契約法」は第 3 章「北
朝鮮における『遵法』の問題――『社会主義法務生
活』を中心に――」と第 4 章「1948 年の北朝鮮契
約法」の 2 章で構成されている。
第 3 章は 1990 年 2 月の霞山会『東亜』第 272








が初めて使われたのは金日成主席が 1977 年 12 月











































体制の成立  1945～61」を完成させた［徐東晩 
1995］。同論文は日本留学 9 年の歳月を費やして著
述したＡ４で 650 ページになる大著であった。徐東
晩氏はこの論文を補完し 2005 年 1 月に『北朝鮮社















































の創設や刑罰規定の整備などを経て，1946 年 2 月
に発足した北朝鮮臨時人民委員会による法制定へと
継承されていく。さらにこれは 1947 年 2 月に成立
した北朝鮮人民会議・人民委員会での法整備へと発





プロセスからは 1946 年 6 月末から 8 月にかけて転














































を打った後の 2002 年に「7・1 経済措置」，北朝鮮
で言うところの経済管理改善措置を打ち出した。だ
が，この措置は 2000 年代中盤に保守派の抵抗に遭
い中途半端に挫折し，2009 年 11 月には電撃的にデ
ノミが実施され市場が閉鎖された。
しかし，この措置は見事に失敗し，2010 年 1 月
には北朝鮮当局は政策の失敗を謝罪し，市場は復活
する。金正恩政権になり，「6・28 措置」と呼ばれ























藤井さんは 1994 年 11 月に北東アジア課首席事務
官から北米局北米第 1 課首席事務官に転じ，97 年 2
月に在フィリピン日本大使館一等書記官，99 年 1
月同参事官，2000 年 1 月国連日本代表部参事官と
なり，2002 年中東アフリカ局中東第 1 課長として
イラク戦争などに対応した。念願のアジア大洋州北
東アジア課長になったのが 2003 年 7 月であった。


















2003 年 7 月からの北東アジア課長の仕事は本当
に満を持してのものだった。急に痩せ出したので
「ダイエット？」というと，笑って答えなかった
が，なぜもっと体に気を付けるようにきつく言わな
かったのか今でも悔やまれる。
Ⅷ
本書は鐸木昌之尚美学園大教授が主催し 1986 年
から 93 年まで続けられた北朝鮮研究会での蓄積を
もとに藤井さんが築いた研究業績でもある。研究会
には，政治やイデオロギー分野での北朝鮮研究の第
一人者である鐸木さんと，公安調査庁で北朝鮮分析
のエキスパートであり現在は北朝鮮研究者である坂
井隆さん，国際政治の分野からの北朝鮮研究で著名
な平岩俊司関西学院大教授が参加した。藤井さん
は，鐸木さんと坂井さんという北朝鮮研究の学兄と
ソウル留学時代からの友人である平岩さんという格
好の学友を得ることで，自分自身の中にある外交官
とは別の，研究者としての領域を切り開いて行っ
た。本書の解説などによると，藤井さんの研究のた
めの資料提供には鐸木さんが大きな役割を果たした
ようであり，本書の業績には鐸木さんの産婆術が大
きく寄与したようにもみうけられる。鐸木さんは
「編者まえがき」で，平岩さんの言葉として，藤井
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さんの研究に取り組む姿は「遊び盛りの子供に大好
きなおもちゃを与えたようなものだ」と表現されて
いる。目に浮かぶようである。外務省の仕事をする
一方で，藤井さんが「北朝鮮法」というパズルを解
くのに熱中している様が思い浮かぶ。
本書の特色は北朝鮮研究を法規範や法律の制定と
その施行，法適用の現実のあり方などの分野から
行ったことである。法学的アプローチからの北朝鮮
研究の成果が少ない現状では，先行研究のない未知
の研究領域に踏み出した研究である。北朝鮮研究は
朝鮮語ができなくてはならず，その中でも法的な素
養がないと法学的なアプローチには取り組めない。
しかも，北朝鮮法の研究は，社会主義法一般の素養
以外に，主体思想などのイデオロギー分野や首領制
などの北朝鮮の特殊な社会システムへの理解がない
と困難である。当然のことながら，そうした素養を
持った研究者は少なく，その分野は未開の地であっ
た。先行研究がないだけに，研究は困難を極める。
だが，法的な思考を得意とした藤井さんは，その未
知の領域のパズルを「知恵の輪」のように楽しみ，
その研究を，外交官とは別の自分自身の「秘密の部
屋」の宝物として大切に育んだ。
日本の朝鮮半島外交は，この間，重大な局面が続
いており，外交官としての藤井さんを失ったことは
痛恨の極みだった。そして，さらに藤井さんの死に
より，法学的なアプローチからの北朝鮮研究という
分野において，われわれは貴重な人材を失ったので
もある。
文献リスト
＜日本語文献＞
徐東晩 1995.「北朝鮮における社会主義体制の成立 1945
～61」東京大学博士論文.
＜韓国・朝鮮語文献＞
金正日 1983.「社会主義法務生活を強化することについ
て」『朝鮮中央通信年鑑』1983 年版　平壌.
百科事典出版編集部 2004.『朝鮮大百科事典』簡略版　
平壌　百科事典出版社.
徐東晩 2005.『北朝鮮社会主義体制成立史 1945～61』ソ
ウル　ソンイン社.
（共同通信客員論説委員・立命館大学客員教授）
